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つのであり，主観的な関心を持たない行動はない．」（GW. 26-3: 1214, 237 頁）そして，この意
志は人間の義務でもある．「傾向性，衝動，欲求等々の全体が幸福（福祉）である．自らの傾向
性などを満足させること，そもそも自分の幸福（福祉）に配慮することは許される．このことは



































































































































































































































































































ものか，その意義を些かも減ずるものとはならないであろう．」（福田 1990: 217 頁）
（11）　多くの研究があるが，高柳（2000），滝口（2007），神山（2016）を挙げておく．
（12）　ヘーゲルによると，自立の意識とは，依存関係の中で成り立つ．「人間は，人間が自らの存在の外
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